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はじめに ：今後、長期に渡って物理と工学の統合を必要とする核融合研究を着実に進めるためには、

その進行を制限する項目と課題（クリティカルパス）を定め、開発研究を進める必要がある。同時に、物
理と工学の体系化とスモールサイエンス等へのスピンオフ（波及効果）が期待できる当該分野の学術研
究としての重要性に鑑み、学際化の研究手法等を取り入れつつ、学術研究基盤の維持・整備と人材育

成にあたらなければならない。

（２）核融合研究の新しいグランドデザインについて
核融合エネルギーの実現を目指す核融合研究を ・ITERとの有機的連携を図りつつ推進すべき核融合

炉を目指した開発研究 ・学理の探求に基づく当該研究分野の学問的体系化を目指す学術研究
という２つの側面を併せ持つ総合的な研究として捉え、国の定める核融合研究開発基本計画と整合性
を取りつつ展開することが必要である。

（４）共同利用・共同研究促進について
これまで長年にわたりプラズマ研究を担ってきた多数の実験装置を整理、重点化・効率化し、トカマク、
ヘリカル、レーザー、炉工学の大型装置による展開、さらには新たな可能性への挑戦を図っていく中で、
共同利用・共同研究の推進が極めて重要である。： 双方向的共同研究の促進、 連携研究の実施

５．重点化後の人材育成の在り方
重点化後の人材育成においては、共同利用・共同研究の効率的な活用を踏まえ、研究及び教育が最適
化されるような適正な競争的環境の設定、研究及び研究者の積極的な交流・流動化を可能とする組織・
制度設計が必要となる。人材育成においては、このような多様かつ魅力ある研究の機会を多くの研究者
に提供することが重要である。



「日本の計画（Japan Perspective）」
日本学術会議 平成14年9月

「行き詰まり」と「多様性」との関係について、行き詰まりの原因の1 つが多様性である（例：意見がバ
ラバラなので合意形成困難）ととらえることは適切ではない。むしろ、「日本の計画」では、これまでの議論
で明らかなとおり、行き詰まりを克服する鍵は情報の創造にあり、そのためには多様性を受容するという
基本的な考え方を採る以外にないと主張するものである。

「情報の創造」は「情報の伝承・伝播」とは異なり、情報循環に関与する主体の「自律性と自由な発
想」を必要不可欠の条件としていることが強調されなければならない。画一的・均質的な思考回路のみが
存在する世界では、いかに情報循環が成立しても新しいアイデアが生まれてくる可能性は少ない。我々
が多様性を尊重しなければならない理由はそこにもある。

多様性の受容を前提としたとき、そこで想定される情報循環は、一般に次のような「形式」を持ってい
る。すなわち、①相互理解、②相互承認、③相互調整、④一定範囲での合意形成、⑤統合による新たな
情報空間の形成などである。多様性の維持それ自体が必要とされ望ましいとされる場合には、相互に排
除し合うことなく、①相互理解や②相互承認が成立すればよい。他方、一定の調整・合意が必要な場合
には、③相互調整や④一定範囲での合意形成、さらには⑤新たな統合的情報空間の形成が必要になる。
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学術の多様性
ー提言（案）よりー

核融合エネルギーの実用化という開発研究の目的と，純粋な

真理の探究という科学の目的は，本来異なる方向性をもつ．学術

の地平は，こうした異なる方向性によって展開される高次元の空

間であり，そこに繁茂する多様性こそが学術の進化の証である．

ここにいう学術の多様性とは、単に様々な実験方式の多数性

を意味するものではない。固有の実験体 系を超越した，一般化可

能な知を媒介とする重層的な「ネットワーク」を指すのである．開

発の最前線をリードする巨大プロジェクトも，まだ生まれたばかり

の新しいアイデアの芽も，このネットワークを通じて知の循環を生

み出し，学術の森を生き続けさせるであろう．さらに，ネットワーク

は私たちの分野を他の近隣分野へと繋ぐ広がりを作り出すであろ

う．



学術の多様性
ー担保するための必要条件ー

（巻頭言より）

• 学術のネットワーク（森）を育てることのできる資金
– 大学等における研究や研究機関との共同研究を支える。

• 健全な森を育てるための人材の育成
– 「炉心プラズマ関連プロジェクト研究体制という側面から

見よう．プロジェクトといえども，プラズマの魅力について
述べたように，我々が予想しないような挙動を示す可能
性が多々あり，新しい発想・アプローチや発見がプロジェ
クト研究にも伴わないと大きな飛躍が期待できないという
面が重要である．したがって研究を展開していく上で，目
標に向かってのプロジェクト的運営と研究者集合体個々
の多様な個性を生かしていく面の両方の整合性を図って
いかなければならない．生物に見られるようにシステムの
維持に必要なのは多様性であり，多様な人材・思考が未
来を切り拓いていくことを忘れてはいけない．」
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